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１１月２０日は、「世界こどもの日」です 

 　 １９５４年、こどもたちの相互理解や福祉の向上

などを目的に、国連によって「世界こどもの日」が

制定されました。こどもたちにとってよりよい未来

をつくるために声を上げ、行動を起こすきっかけ

に」と提言しており、毎年１１月２０日には、世界中

でこどもたちが主体的に参加する催しが行われて

 います。

　 あらゆる人には、生まれながらに「人権」があり

ますが、子どもには大人と同じ権利だけで十分で

しょうか？　 これから成長していこうとする子ど

もには、子どもだからこそ必要なこともあるはず

です。では、子どもが幸せに生き、元気に成長して

 いくにはどんなことが必要でしょうか。

 

「子どもの権利条約」を知っていますか？　  

 　 「子どもの権利条約」

とは、１９８９年に国連総

会で採択された、世界中

すべての子どもたちが

 もつ人権を保障する国際的なルールです。

　 この条約には、具体的にどんな内容が書かれて

 いるか知っていますか？

  「子どもの権利条約」は全体で５４の条文からな

りますが、日本ユニセフ協会では具体的な子ども

の権利を定めた４０の権利を、子どもにもわかりや

すい抄訳として公開しています。（次ページ参照） 

　 このうち、今も子どもたちに守られていないも

のはないでしょうか？　 「生きる権利・育つ権利」

「意見を表す権利」「あらゆる暴力からの保護」「親

と引き離されない権利」「性的搾取からの保護」「社

会保障を受ける権利」・・・ひとつひとつ見ていきな

がら今の世の中を見渡すと、「すべての権利が絶

 対に大丈夫」とは言えないことがわかってきます。

 

　 たとえば「暴力」。驚くべきことに、ほんの数年前

まで日本の民法第８２２条には「親権を行う者は、

監護及び教育に必要な範囲内でその子を懲戒す

ることができる」と定められていました。「叱る」

「叩く」「押入れに入れる」「ご飯抜き」などが法律で

認められていたのです。そう言えば私が子どもの

頃、昭和の時代には、子どもは悪いことをしたらゲ

ンコツを入れられ、暗い押入れに閉じ込められ、

「晩ご飯抜きや！」と叱られるのが一般的なイメー

 ジとしてありました。

　 しかし、この「懲戒権」は、「しつけ」を口実とした

児童虐待を正当化するのに利用されるという批判

が高まり、２０２２年、今からたった３年前に民法か

ら削除されました。そしてこの改正で新設された

第８２１条には「親権者は、子の監護・教育に当たっ

て、子の人格を尊重し、体罰その他の有害な言動

を禁止する」と規定されました。「児童福祉法」にも

体罰禁止の趣旨が反映されています。  

 

　 もし今、「叩く」「押入れに入れる」「晩ご飯抜き」

などの行為が行われたら、  どうなるでしょう？

 

　 「叩く」という行為は、たとえ「しつけ」のためで

あっても、子どもの身体に苦痛を与える体罰にあ

たります。新しい民法では体罰が明確に禁止され

ており、児童虐待と見なされます。  

　 また、子どもを狭い場所に閉じ込めたり、食事を

与えないといった行為は、子どもに身体的・精神的

な苦痛を与えるものですから、 これらの行為は懲

戒の範囲を明らかに超えており、新しい民法で禁

止されている「心身の健全な発達に有害な影響を

 及ぼす言動」に該当する虐待行為と判断されます。

　 「叱る」については内容にもよるようです。子ど

もの成長のために真摯に諭すことは、新しい民法

第８２１条で規定された、子の人格を尊重する監護

教育として許容されます。しかし、子どもを侮辱す

るような暴言や人格を否定するような叱責は、子

どもの心身の健全な発達に有害な影響を及ぼす

言動として禁止されています。  

 

　 いつまでも「自分たちの子どもの頃は・・・」にと

らわれて同じようなことをしていたら、それは「体

 罰」「虐待」と判断されてしまいます。

　 私たち大人は、子どもが、幸せに生き、元気に成

長するためには何が必要なのかを、しっかりと考

えて行動していく必要があります。
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                                     　　　　　　　　　　　    生徒のみなさん、お疲れ様でした。

文化祭！　 「今日青春してみました　 ー文化祭編ー」 
 
　 １１月３日、古座中学校文化祭が開催されました。当日はここ数年で一番多いのではないかと思われ

る１８０名を越える保護者の皆さんや地域の方々を会場にお迎えして、幕が上がりました。最初の音楽発

表や作文発表も頑張りました。また会場にはこれまでの学習の成果がわかる作品も展示されていまし

た。しかし、なんと言っても圧巻は、１年生・２年生・３年生の各クラスの演劇やダンスでした。それぞれに

個性を発揮して、クラス独自の趣向が凝らされていて、最後まで楽しませてくれました。本当に素晴らし

かったです。どのクラスも熱演が続き、会場を沸かせてくれました。また、午後には劇団ワカイミソラの

 みなさんが「語り劇・よだかの星」を上演してくださって盛り上げてくれました。

 

　 今年のスローガンは「今日青春してみましたー文化祭編ー」でしたが、子供たちはそれぞれに「青春」を

 感じ取り、それぞれの心に残る文化祭になったことでしょう。

 
　 この素晴らしい文化祭は、誰か一人だけの力ではとうてい創り上げることはできませんでした。演劇

では、舞台に登場するキャスト諸君が脚光を浴びますが、しかしその舞台の裏では、大道具・小道具さん

や音響さん、照明さん、衣装さんなど裏方の働きが欠かせません。一人ひとりが、それぞれの持ち場で、

それぞれの持ち味を生かして活躍することができたからこそ、文化祭の晴れ舞台で拍手喝采を浴びる

 ことができたのです。

　 一人ひとりの活躍には、陰で支えてくれている人がたくさんいること、そして私たちは決して自分一

人じゃないチームなんだということ、みんなで力をあわせたからこそ今年の文化祭は大成功に終わるこ

 とができたのだということを、生徒のみなさんは決して忘れないでくださいね。

　 保護者の皆様、地域の皆様、ご来場ありがとうございました。
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